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学会 トピッ ク ス

日本医工 学治療学会第 31 回学術大会参加 印象記

峰　島　三 千 男

東京女子医科大学臨床工 学科

　去 る 平成 27 年 3 月 27 日 （金）〜29 日 （日），広 島国

際会議場に お い て 日本医工 学治療学会第 31 回学術大

会 が 末田泰二 郎 （広島大学大学院医歯薬保健学研 究院

外科学）大会長の 下開催 され た．テー
マ は 「医工 学治

療の 現状 と近未来」で あ っ た．大会記念講演 ， 特 別講

演，大会長講演，シ ン ポ ジ ウ ム な ど興味あ るセ ッ シ ョ

ン が 目白押 しで あ っ た，一
方 ， 要望演題 ，

一
般演題 も

多数企画され ，こちら は若手研 究者を中心 と した 熱 い

議論が交わ され た．また，末田大会長が心臓血管外科

を専門 と され て い る こ と もあ り，日本体外循環技術医

学会主催の 体外循環技術認定士 セ ミナ
ー

が本大会 中に

開催 され，認 定技士 資格申請ならび に 更新条件を満足

してい る こ ともあ りこ の 分野 の 臨床 工学技士 が多数参

加 し， 盛会 で あ っ た．

　ア フ ェ レ シ ス に関連する演題か ら，筆者が 印象 に 残

っ たもの を以下に紹介す る （以下敬称 略）．

　（1 ＞シ ン ポ ジ ウ ム 5 血液浄化 の 現状 と 近未来

司会 ：松 田兼
一

（山梨大学医学部救急集中治療医学講

座），織田成 人 （千葉大学大学院医学研究院救急集中

治療医学）

　1）志賀英敏 （帝京大学ち ば総合 医療セ ン ター救急

集中治療 セ ン タ
ー
）：新規サ イ トカイ ン 吸着 フ ィ ル タ

（AN69ST ）を用 い た多施設臨床治験 評価 の 結 果 を報

告 し た．AN69ST 膜 CHDF は 従 来 の PMMA 膜

CHDF に比 べ 有 意 に生存 率が 向上 した との こ とで あ

り，そ の 後商品として 上 市され臨床使用 され て い る と

の こ と で あ っ た．

　2）馬場彰泰 （北里研究所病院循 環器内科）；心不全

ア フ ェ レ シ ス 治療の 薬事承認 へ の 挑 戦 と題 して講演さ

れた．それ に よる と心不全 に対する ア フ ェ レ シ ス 治療

の 治験 は終 了 したが，残念 なが ら PMDA の 判 断 で 薬

事承認 の 可 能性が低 い 状 況 との こ とで あ っ た．但 し，

今後新しい 別 の 臨床研究 に よ っ て 臨床的有用性が 明ら

228

か と な れ ば，再度薬事申請 の 可能性が あ る と の こ と で

あっ た．新 しい 適用 へ 向け，そ の進展が期待され る．

　 3）小久保謙
一 （北 里 大学大学 院医療系研 究科／北 里

大学医療衛生学部 医療工 学科）： 急性血液浄化用 の 長

時 問連続使用 ロ∫能 な血液浄化器 の 開発 につ い て ，そ の

研究内容が報告 された，中空糸 内径が現在 主流 の 半分

程度 で あ り，圧力損 失を極端 に抑 えた斬新 な設計が な

され て い た ．こ れ に よ り血小板活性化や血 液凝 固 を抑

えた濾過器 の 開発が可能 で あ り，将来 の 植 込型血液濾

過器 に 通 じる 開発 と の こ とで あ っ た．

　4）山本健
一

郎 （東京女子医科大学臨床 工学科）：遠

心ポ ン プを用 い た新規血液浄化装置の 開発 との 内容で

発表が な され，ECUM 等 に 用 い る新 規小型遠心 ポ ン

プか らなる 新 しい 血液浄化装置 の 開発状況 に つ い て 報

告 された．同装置 は今後 災害等の 緊急用 と して も利用

可能 との こ とで あ っ た．

　 （2 ）よ くわか る 講座 10　座長 ： 佐藤元美 （独立行

政法人地域 医療機能推進機構中京病院腎 ・透析科）

　小林修三 （湘南鎌倉総合病院腎臓病総合医療 セ ン タ

ー
）：LDL ア フ ェ レ シ ス の 基礎 につ い て 分か りやす い

講義 がな され た．ま た，難治性 高 コ レ ス テ ロ
ー

ル 血 症

に伴 っ て重度尿蛋 白を呈する糖尿病性腎症 の 患者に対

する LDL ア フ ェ レ シ ス に つ い て ， 先進医療 の 新規保

険収載 をめざして い る と の 内容が披露さ れ た．

　（3）要望演題 ，

一
般演題

　ア フ ェ レ シ ス 関連演題が い くつ か報告され た．

　相馬　泉 （東京女子医科大学臨床工 学部）ら は急性

血 液浄化療法で 用 い られ る 浄化器に つ い て
， 患者の疾

患や病態に応 じた使い 分けにつ い て私見を提示 した．

　塚 本　功 （埼 玉医科大学 国際 医療 セ ン ター）ら は
，

持続 的腎機能代替療法に 用 い ら れ る濾過器血 液流入部

の 改良に よ っ て 濾過器 の life−time が 延長す る か に つ

い て従来品 と比較 したが，有意 な差 は得 られ なか っ た
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との こ とで あ っ た．

　佐藤元美 （独 立行政法 人地域医療 機能推進機構中京

病院腎 ・透析科）らは末梢動脈疾患治療 に おける反復

的 LDL ア フ ェ レ シ ス 治療の 有用性 に つ い て 報告され

た が
，

血 管内治療，栄養療法，運動療法な どとの 包括

的な治療の重要性を強調 した．

　石 岡邦啓 （湘南鎌倉総合病院腎臓病総合医療 セ ン タ

ー腎免疫血管内科） らは透析導入期慢性腎臓病患者に

おけ る末梢動脈疾患につ い て ABI と SPP を用 い た評

価 につ い て 報告 され ， 早期治療介入の 重要性に つ い て

言及 した．

　 また同氏 らは トロ ン ビ ン 製剤 を機に発症 し た後天 性

凝固 因子欠乏症 の 患者 に対 して，血漿交換 と ス テ ロ イ

ド治療が著効した貴重 な症例 を報告 した ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

　本学会は 医工 学技術の 臨床応用 に関する学術発表を

対象とし， そ の 範囲は循環系，代謝系，呼吸器系な ど

多岐 にわたる．そ の 特長 の 1 つ は 自分の領域とは異な

る専門家と討論で きる点に ある．思わ ぬ 質問や コ メ ン

トか ら研 究推進 の ため の ヒ ン トを得る こ とも少な くな

い ．今大会 は参加者 に と っ て 興味 あ る 企 画 が 特に 多数

なされてお り，大会長 の 末田泰二 郎先生 を は じめ ス タ

ッ フ の 先生方の ご苦 労に感謝 申し上 げ る次第で あ る．

　日本医工学治療学会第 32回学術大会は山梨大学医

学部救急集中治療医学講座 の 松 田兼
一

先生が大会長 を

務め られ ，平成 28 年 3 月 18 日 （金）〜21 日（日），甲

府富士屋ホ テ ル で 開催され る との こ とで ある．ア フ ェ

レ シ ス 関連の 多数 の 演題応募を期待 した い ．

日本 ア フ ェ レ シス 学会雑 誌 34巻 3 号 （2015） 229

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


